







その他のタイトル The Bottom of the Volcano : Ralph Waldo



























を指摘している。にもかかわらず，疑問はまだ残るのだ。   
なぜ初期講演時代のエマソンは，ことさら地質学に興味を持ったのか。天文  
学への興味とはどこが異なるのか。地質学のどんな側面が，特に理論ではない  
具体的などんな側面が彼の地質学に関する知識を形作ったのか。本稿は，この   
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ような疑問に対してひとつの試論を展開するものである。  
1   
1800年前後の地質学には，大まかに言って，2つの方法論がある。ここでは，  
最適の用語が見つからないまま，仮に理論篇と実践篇と呼んでおくことにしよ  


























を踏み出したように，旧来の鉱物学から新興の地質学へと変貌していくなかで，   
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鉱物の分類と命名もまた地質学の普遍理論の構築を期待されたのである。いわ  
ゆる天変地異説と斉一説との対立は，この普遍理論への希求をぬきにしては論  






























マスター 語発明の達人でもあった。専門職をさす「サイエンティスト」を造語し，広範  
な知識を誇る「ナチュラル。フィロソファー」あるいは「マン。オヴ。サイエ   
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ンス」と自負する知識人たちの不興を買ったのも，彼である。1830年代からイ  
ギリス学界の重鎮として英国学術協会（British Association fbr the  
AdvancementofScience）を舞台に活躍する一方で，自然神学ブリッジウオー  
ター論集の天文学の巻を執筆し，「神の権勢，叡智，徳性をその創造物に顕示  








くように，「自然という名の書物 佃00korNature）」は人間によって読み解  
かれるべきものとなる。なぜならば，人間は，神の御業 佃brk）を賛美する  
ために，ほかならぬ神によって創造された最高傑作なのだから。ここでは，今  








第2講演「人間の地球との関係」の最後は，次のような一節で終わる。   







メカニスム い。洪水や火山の爆発では，世界の機功は説明できない。けれども，同時に，   





































ニー」であり「すべてが意匠」である統合された法則への希求でもあった。   































の事例は包括する一般的な名前に置き換えられている。これは何もふたりの気   
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質の違いだけではない。エマソンが，書物や雑誌を大量に読み，自由裁量で我  
が物としたのも，違いの要因だろう。現物よりも記述というわけだ。それでも，  



























の概念が模型によって鮮明に印象付けられていたことを示すものだろう。   
同様にすでに抽出され整理された典型例はまた，エマソンの「人間の地球に  
対する関係」中の地質学についても見られる。ここで披渡されているのは，た   
























のだろうか。   
もちろん，最も可能性の高い答えは，文献からというものだ。ケニス・ウオ  
ルター・キヤメロンやウオルター・ハーディングの業績を指摘するまでもな  
い。Z2 しかしながら，ここで問題にしたいのは，噴火口の底というきわめて視  
覚的イメージがどこに由来しているのかということなのだ。   
既刊のエマソンの文献や資料に当たってみても，確答は得られない。どこに  
も，エマソンが噴火口の底というアイディアをどこからえたのかという推論を  
裏付ける証拠はない。それでもなお，初期著作を読み返してみると，面白いヒ   































も見られた。けれども，1833年のイギリス訪問時にエマソンがこれらの見世物   
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のひとつでも見たという記録は，既刊の著作。日記。覚書。手紙のいずれにも  






























とを願って，本論を終えることにしよう。   
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